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序 

 

大正11年（1922）10月12日に常陸国分寺跡は国の史跡指定を受

け，実に98年がたちました。その後，昭和27年３月29日には国史

跡から選ばれる特別史跡に指定されました。天平13年（741）に

聖武天皇の命により建立されたこの寺院が今も継承され，大切に

保存されてきたことはとても意義深いことと思われます。 

この度策定されたこの計画は，文化財としての常陸国分寺跡を

将来に伝えるために確実に保存し，活用をはかるための基本的な

方法を示したものです。現国分寺住職，考古学や古代史の専門家

の方，地元の代表の方，そして市民の皆様のご意見を拝聴しなが

ら，策定にこぎつけることができました。国指定からおよそ100

年，ようやくスタート地点につくことができたと，改めて身の引

き締まる思いです。 

この計画を市政に着実に反映させていくことをお約束しつつ，

挨拶とさせていただきます。 

 

                石岡市教育委員会 

教育長 児 島 裕 治 
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例 言 

 

１ 本書は，茨城県石岡市府中に所在する特別史跡常陸国分寺跡の保存活用計

画である。 
 

２ 本計画の策定にかかる事業は，石岡市教育委員会が主体となり，文化庁の

国庫補助を受けて平成29年度に航空測量，平成30年度・令和元年度に計画

検討を実施した。 
 

３ 本計画は，特別史跡常陸国分寺跡保存活用計画策定委員会における検討・

審議，および文化庁文化財部文化財第二課，茨城県教育庁文化課の指導を

得て，事務局である石岡市教育委員会がまとめたものである。 
 

４ 本計画の策定にあたり，航空測量を株式会社東京航業研究所，図版作成・

編集等のコンサルタント業務を株式会社文化財保存計画協会に委託した。 
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